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＜連絡事項＞
退院支援委員会義録作成依頼が来ています。

7/22迄に担当スタッフは作成する様にして下さい。
＜患者様連絡事項＞
・千葉　光広様～セフジトレンピボキシル錠１００ｍｇ 3 錠2日分処方となっています。
・16時より定期心電図検査の予定です。
・蕨　真理様～西舘ＳＷより連絡あり、7/20(月)13：30からおいらせ生活訓練事業所見学予定になっています。12：45～15：00迄の外出申請中です。当日は病棟スタッフも参加して欲しいとのことでした。
・佐々木　淳様～本日、十和田市のわくわくの郷とわくわくの杜を見学しています。中野渡氏、田澤氏、弟様、本人、西山の5名で行かれ2つの施設を見学し、トイレを使用後「良いな」と話され入所に関しては、「青南で良い」と話すが、否定はしないです。淳さん本人の印象は良かった様子あり、今後病棟の2名が入所した後にまた、見学に行く予定ですが、その前に本人から入所意向あれば、入所申し込みする事し弟様は、進めたいと話されています。　　　　　　　

・齊藤　光枝様～デイサービス根城の家　松本様、曽我様来院。本人への聞き取り調査実施。 日中の活動内容確認と、食事への対応について質問あり対応しています。食事は病院と同じ対応をして下さると返答あり。日中活動は主に趣味活動となる事を説明し、本人の意向を確認しています。本人の施設内の備品を持ち出してしまう可能性への対応について相談あり、持参するバックを小さなものにする、荷物を最低限にするなどで対応し、備品を隠せない状態であれば対策は出来る事を伝えています。
・坂本　福子様～13：00計画相談の夏井様が宿泊体験（14日～15日）後の感想を本人様から聞き、計画案に反映させたいとの事で来院されています。本人様より、「頓服を服用せずに眠れました。すごくいい環境でした。」と話があり、いい環境とは？と問われると「自然の中にあって中もきれいで…」と答えている。青山荘でプログラムに参加したと話されているが、中々思い出せず、四苦八苦され「この頃、忘れてしまうんですよ。」と話されています。昨日の診察時と同様に「働きたいです。どんぐりの家に戻りたいです。ほのぼのとしていて、規律がない様で、整っている様で…」と伝えています。夏井様より「働きたいと言う希望はあっていいと思いますが、今は、それを考える時ではなく、先生がおっしゃっていた様に青山荘に馴染む事ではないですか？」と説明受けると「はい、そうですよね。」と了解されていました。計画案の作成ができたら、本人様に見せてサイン頂きたいので、後日日時を連絡してくる事になっています。
＜要注目患者様＞
・飯豊　信雄様～午前の活動終了後、4階のソフアに座り、独語が聞かれ時折奇声を発しスタッフを眼光鋭く見る状況は続いています。スタッフと交流時は穏やかに対応しています。継続して幻聴続いているようなので精神症状の変化の観察や無断離院の可能性を考慮して所在確認していきます。
・高田　マキ様～昨日の朝から薬剤調整となっています。本日の日中は午後から断続的な独語は聞かれるが、妄想的発言なく過ごしています。スタッフへの対応も素直に応じられ、易怒性なく落ち着いて過ごされています。
・袴田　隆裕様～OTに参加されているが、朝の内服薬を飲むと眠気があり、今日も、OTに参加するもテーブルで数分伏せて居眠りしたと話されています。外出に関した発言は聞かれず、日課の取り組み状況は問題なく終了し悲観的発言はなく過ごせています。引き続き、睡眠状況や他者交流状況を観察し上手く関われる様にしていきます。
・原　吉郎様～朝食全量摂取しているが、病棟に戻ってから「死んでけろ」等大声での独語聞かれています。自ら制止でき飴を貰いに来られプログラムには参加されていました。腹部不快感の訴えなく過ごされています。
＜馬渡Dr診察情報＞

・森　ヒデ様～7/14 日赤病院の眼科受診。白内障と言われ緑内障はないとの事。診察時に
　　　　　　　情報提供後、振戦が見られるためビベリデン1㎎から2㎎と増薬となっています。他同内容で処方となっています。
・原　吉郎様～本日の朝食をスタッフの声かけにより全量摂取している事を情報提供しています。腹部不快感の訴えはミヤＢＭ処方後より、訴えは聞かれずに経過している事を情報提供しています。臨時薬同内容処方となっています。
・戸賀沢　潔様～男性患者様の部屋に侵入し床所台の中を捜したり、女性患者様の部屋に入り性的行為（キス）をしていた事を報告しています。主治医からは、何も指示はなかったが担当スタッフがおやつ、コーヒー飲用を1週間禁止になった事を伝えています。
＜安ケ平Ｄｒ診察＞

・上村　みわ様～体増えないようにご飯少なめにしている。主治医ももう少し体重を減らしてもいいと説明している。血圧が150～160台で経過する事が多く、時折
　　　　　　　　170～180台になる事を情報提供。主治医より年齢から、150台でもいい、
180台になっても再検で150台に下がれば心配ないとのこと、処方変更なし。
注射と背が伸びいる日がまた変更になりましたと話している。

　　　　　　　　
・滝田　英人様～主治医に、日中眠くならないか、動悸などもないか問われるも返答せず、
　　　　　　　　脈拍を測ると急に「何なんだ、何を書いているんだ」と大声で怒鳴り、
　　　　　　　カルテを確認している。不整脈になるので大声を出さないよう注意を受け診察終了している。
・佐々木　悦子様～。塗り絵をみせ、主治医の促しに青い目の人形を歌っている。

戸賀沢さんとの行為を情報提供する。主治医から特に指示なし。
・坂本　のり子様～処方になっている内服薬があっていて股関節の疼痛は治まっていると話している。特に訴えや病的発言ない。

・沼端　恵子様～深夜帯で尿失禁あった事伝えています。主治医より、多飲水あるか、不眠時や不穏時の頓服薬の服用あるか聞かれ、頷いている。また、母が夏服を持って面会に来たと報告している（そのような事はない事を主治医へつたえている）。
・中川原　義雄様～先日の検査で血中濃度が良かったので、また、ゾビクロンに変更になっても睡眠状況変わりないと返答しており、今の薬を継続することを伝えられている。外出について、娘様～差し入れがあったので、外出する理由がなくなった、お盆頃には出来ると思っていると話している。
　　　　　　　　　本院希望にて、スミルスチック1本処方となる。
・出川　攻様～　　北病棟の環境が合っている、睡眠も気分も安定していると話している。
　　　　　　　　　血圧も130台で安定、主治医より150以下でコントロールできていれば良いと言われている

